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朝
鮮
の
所
謂
三
冠
に
封
ず
る
海
穫
の
軍
備
は
縦
ひ
豫
期

以
上
の
効
果
を
嘗
め
π
り
こ
す
る
も
、
未
だ
以
て
倭
冠
の

勤
滅
を
期
し
得
べ
き
に
あ
ら
す
。
故
に
朝
鮮
は
一
面
箪
事

上
の
施
設
を
怠
ら
ざ
る
ご
共
に
、
他
面
外
交
上
の
手
段
に

依
り
て
倭
冠
の
絞
撫
懐
柔
を
圖
る
の
望
を
絶
た
ざ
り
し
な

h
／
O

　
朝
鮮
は
通
馬
が
倭
冠
の
巣
窟
図
り
し
も
、
も
こ
其
慶
爾

道
の
一
属
島
な
れ
ば
、
こ
れ
を
伐
つ
は
日
本
ご
交
渉
を
要

せ
す
ざ
な
し
、
我
將
軍
戸
日
本
國
王
大
小
名
諸
鎮
）
等
に

逸
し
て
は
初
め
よ
り
毫
も
他
意
な
か
り
し
を
以
て
、
征
封

の
結
果
、
一
時
日
本
ざ
の
交
逼
杜
絶
せ
る
を
見
、
叉
戦
後

第
二
巻
　
研
究
　
朝
鮮
の
「
倭
憲
し

宗
頁
盛
の
使
仇
里
安
が
薦
島
説
を
否
認
し
て
、
勤
馬
島
目

本
越
境
、
墨
黒
馬
島
是
喜
劇
國
也
こ
い
へ
る
を
聞
く
も
、

爾
ほ
悟
ら
す
。
却
て
宗
氏
は
朝
鮮
が
日
本
を
征
討
す
ご
造

言
し
て
爾
國
の
環
を
開
か
ん
こ
す
る
も
の
こ
せ
り
。
故
に

手
製
覇
持
を
始
め
九
州
、
中
墨
等
の
大
小
名
勝
も
相
次
い

で
さ
り
げ
な
く
交
を
修
し
、
一
言
も
里
馬
來
冠
の
事
に
言

及
せ
す
、
朝
鮮
の
彼
等
に
封
ず
る
態
度
は
表
面
戦
前
ご
戦

後
ご
に
依
っ
て
些
の
攣
化
を
見
ざ
り
し
な
墾
Q

　
戦
後
鍋
馬
に
封
ず
る
善
後
策
如
何
は
朝
鮮
の
一
大
深
憂

π
り
き
。
朝
鮮
こ
の
断
交
に
依
り
て
唐
馬
の
被
る
べ
き
経

濟
上
の
打
繋
は
殆
ざ
致
命
傷
こ
も
い
ふ
べ
か
り
し
が
、
其

最
初
使
臣
を
通
じ
て
李
和
的
交
渉
を
開
始
せ
る
も
の
は
宗
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三
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■

　
　
　
第
二
懸
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
憲
」

氏
に
あ
ら
す
し
て
干
て
朝
鮮
に
て
あ
り
し
な
り
。
初
、
衆

議
を
排
し
て
東
征
を
断
ぜ
し
上
蓋
’
太
宗
）
も
、
是
に
至
り

て
は
左
議
政
朴
轡
の
再
征
の
議
を
斥
け
て
翻
身
に
拗
降
書

を
致
さ
し
め
た
り
。
其
の
後
期
盛
が
降
を
乞
ひ
印
信
を
求

め
陀
墾
こ
の
復
命
に
接
せ
り
こ
い
ふ
も
疑
ふ
べ
く
、
縦
し

さ
る
憾
あ
り
た
り
こ
す
る
も
、
前
後
の
事
情
よ
り
推
せ
ば

起
草
者
が
貞
盛
の
旨
を
矯
め
し
も
の
、
こ
見
る
の
外
な
し
∪

宗
氏
世
系
私
記
に
、
此
頃
武
士
不
知
丈
字
、
唯
昇
騰
氏
作

文
書
、
不
知
早
書
法
之
馬
蝉
何
也
、
碧
事
遅
滞
則
蹄
罪
於

緯
氏
之
不
能
、
故
不
得
巳
蜜
蜂
詞
、
以
朝
事
於
彼
也
こ
い

へ
る
は
さ
も
あ
る
べ
し
u
世
宗
も
貞
盛
の
敢
て
來
ら
ざ
る
、

を
見
て
其
誠
意
を
疑
ひ
、
宗
氏
の
保
護
者
拠
り
し
少
武
満

貞
が
H
本
甲
禮
使
宋
希
斑
一
行
に
・
阿
っ
て
、
朝
鮮
の
澹
海

数
邑
を
屠
っ
て
甘
心
せ
ん
ご
告
げ
、
貞
茂
の
弟
能
…
壽
も
亦

交
を
絶
つ
の
意
を
洩
ら
せ
り
ご
聞
き
て
、
貞
盛
の
贈
り
し

圭
宜
を
却
け
、
駆
使
を
薄
待
し
、
更
に
許
稠
を
し
て
九
州

第
三
號
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（
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探
題
立
川
義
俊
に
毛
書
を
致
さ
し
め
て
其
同
情
を
求
め
、

其
後
叉
熊
壽
の
文
筆
を
受
け
て
呉
れ
る
我
商
船
五
隻
に
至

れ
り
ご
聞
い
て
、
熊
壽
絶
交
の
言
或
は
傳
聞
の
誤
な
ら
ん

か
ご
疑
ひ
し
は
、
何
れ
も
朝
鮮
君
臣
の
煩
悶
珍
談
を
語
る

も
の
に
あ
ら
ざ
る
は
な
し
∩
宗
氏
に
あ
り
て
も
、
新
に
貞
茂

を
喪
ひ
て
貞
盛
（
都
々
熊
九
㌔
爾
ほ
幼
な
り
し
時
、
圖
ら
す

も
朝
鮮
の
大
功
襲
撃
に
遭
ひ
、
圭
從
其
単
級
を
失
ひ
、
職

後
も
鬼
胎
を
懐
き
つ
、
あ
り
し
時
な
れ
ば
、
彼
等
の
言
語
、

文
章
も
お
の
つ
か
ら
常
軌
を
逸
せ
る
も
の
あ
り
し
な
る
べ

く
、
猫
り
朝
鮮
を
責
む
べ
き
に
は
あ
ら
じ
）

　
爾
來
四
五
年
に
し
て
爾
者
の
戴
情
精
安
静
を
得
、
略
意

志
の
疏
通
々
見
た
れ
ば
、
六
年
越
は
算
氏
の
屡
誓
う
て
其

臼
的
を
達
し
得
ざ
り
し
俘
虜
を
邊
還
せ
ん
が
撮
め
、
朝
鮮

み
つ
か
ら
船
を
登
し
て
護
邊
す
る
に
至
り
、
術
者
の
交
通

表
面
僖
に
復
せ
り
。
零
れ
ご
も
こ
れ
を
職
前
に
比
す
れ
ば

其
聞
さ
な
が
ら
一
大
溝
渠
の
穿
π
れ
元
る
の
観
あ
り
、
職



＼

前
放
縦
に
流
れ
、
寛
大
に
失
せ
し
朕
態
は
戦
後
に
至
り
、

種
々
の
制
限
を
受
け
て
次
第
に
整
理
の
緒
に
就
き
た
り
し

を
見
る
べ
し
O

　
由
家
朝
鮮
が
邦
人
の
渡
航
貿
易
を
許
せ
る
は
修
好
の
意

．
に
あ
ら
す
し
て
、
彼
等
の
來
蚕
砂
防
が
ん
が
爲
め
不
利
を

怨
ぷ
の
已
む
を
得
ざ
る
に
出
で
し
も
の
な
り
Q
太
宗
の
十

四
年
七
月
、
將
軍
義
持
の
大
魚
経
版
を
求
め
し
時
、
鄭
擢

が
、
日
本
使
節
の
往
來
は
佛
法
を
求
め
ん
歪
め
な
れ
ば
、

こ
れ
を
聡
れ
ば
復
來
ら
ざ
ら
ん
恐
れ
め
り
こ
い
ひ
し
に
、

大
宗
の
只
写
声
侵
我
境
、
不
須
通
使
こ
い
へ
る
が
如
き
．

又
同
十
六
年
八
月
、
我
使
臣
の
贈
る
こ
こ
ろ
、
其
土
宜
に

あ
ら
す
ば
朋
よ
り
掠
め
た
る
も
の
な
る
べ
き
を
以
て
、
こ

れ
を
斥
け
ん
こ
し
、
叉
我
使
臣
及
び
商
人
が
明
の
物
を
盗

ん
で
朝
鮮
に
賞
り
衣
食
の
資
に
充
つ
ご
看
徴
し
て
、
朋
の

物
産
の
貿
易
る
を
禁
ぜ
ん
こ
せ
し
も
、
朴
二
言
の
接
中
國
之

　
盗
與
買
中
國
之
物
定
揮
焉
、
殿
下
優
接
倭
心
蝿
他
、
爲
漕
海
．

第
二
巻
　
　
研
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
冠
」

民
也
、
既
接
中
鷺
被
髪
、
密
密
中
國
之
物
．
於
外
方
何
害
、
、

こ
の
議
を
容
れ
て
こ
れ
を
各
め
ざ
る
こ
ご
、
せ
る
が
如
き

何
れ
も
此
聞
の
消
怠
を
傳
ふ
る
も
の
に
し
て
，
彼
等
の
限
，

に
映
画
る
日
本
客
人
乃
至
興
講
堂
人
は
皆
海
賊
の
面
を
革

め
元
る
も
の
に
外
な
ら
ざ
り
し
な
り
。

　
さ
れ
ば
我
大
小
名
玉
の
人
を
遣
し
て
朝
鮮
の
毛
書
を
求

む
る
も
の
に
は
こ
れ
を
與
へ
、
其
來
れ
る
も
の
に
は
過
海

賦
を
給
し
、
少
許
の
方
物
を
贈
れ
る
も
の
に
も
、
多
額
の

米
若
し
く
ば
布
を
給
し
た
れ
ば
、
中
に
は
其
藥
材
の
如
き

用
に
堪
へ
ざ
る
も
の
多
か
り
し
に
拘
ら
す
報
賜
の
厚
か
ら

ん
こ
ご
を
求
め
、
容
れ
ら
れ
ざ
れ
ば
則
ち
怒
る
。
さ
れ
ば

僅
に
一
刀
を
贈
れ
る
も
の
す
ら
使
臣
ご
崩
し
て
、
其
費
ら

せ
る
物
貨
を
責
買
せ
ん
こ
ご
を
求
め
、
彼
等
の
往
來
の
爲

め
に
各
騨
の
吏
民
は
奔
定
を
鍾
愛
な
く
せ
ら
る
、
爲
め
、

農
民
の
如
き
も
其
生
業
を
堕
す
る
に
至
り
し
に
、
彼
等
の

京
師
に
入
る
や
、
禮
曹
に
赴
き
て
自
家
の
功
を
論
じ
、
給

第
三
號
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第
二
巻
　
研
究
　
朝
鮮
の
「
倭
雀
」

與
の
多
き
を
嬢
ひ
．
若
し
意
の
如
く
な
ら
ざ
れ
ば
亦
奴
號

叱
零
せ
り
、
故
に
朝
鮮
の
彼
等
に
支
給
す
る
も
の
年
額
多

き
は
一
萬
除
石
に
上
り
、
宗
氏
に
樹
し
て
慶
爾
道
の
米
粟

を
運
ぶ
こ
ご
毎
年
凡
そ
顎
髭
賭
弓
な
り
し
ご
い
ふ
○
當
時

商
船
の
朝
鮮
に
渡
航
す
る
も
の
到
る
塵
の
各
浦
に
散
泊
し

、
殊
に
慶
爾
道
に
於
け
る
浩
海
の
洲
郡
は
土
地
肥
沃
に
し

て
人
口
大
払
な
り
し
ょ
り
我
貿
易
船
の
來
附
す
る
も
の
輔

時
数
十
隻
に
及
び
し
が
、
彼
等
商
人
は
商
品
の
責
行
少
き

時
は
民
家
に
入
り
て
張
世
資
す
る
も
の
あ
り
。
然
る
に
朝
鮮

は
邦
人
の
來
附
せ
る
も
の
に
は
或
は
官
職
を
授
け
て
、
王

宮
に
宿
衛
せ
し
め
、
或
は
京
師
及
び
州
郡
に
難
居
せ
し
め

叉
買
う
て
奴
魏
こ
な
し
》
も
の
も
其
蓋
世
を
逐
う
て
多
か

り
き
。

　
さ
れ
ば
太
宗
の
頃
に
至
り
て
は
漸
…
く
是
等
．
の
情
㎜
弊
に
着

目
し
て
こ
れ
が
矯
正
を
写
る
こ
ご
、
な
り
、
貿
易
船
の
來

舶
に
書
し
て
は
七
年
八
月
、
議
政
府
の
議
を
容
れ
て
、
一

第
三
號

ご
六
　
（
三
九
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定
の
碇
泊
庭
を
設
け
、
沿
海
餐
官
の
倉
庫
に
米
豆
を
陳
列

し
て
時
言
に
依
り
魚
聡
に
代
へ
し
め
、
我
舳
を
還
し
た
る

後
、
魚
膠
は
官
離
に
載
せ
て
洛
東
江
に
回
航
し
、
入
民
の

希
望
に
任
せ
て
交
易
せ
し
む
る
こ
ご
、
せ
り
。
太
宗
の
十

年
に
は
我
郷
人
の
買
は
れ
て
魚
群
こ
な
れ
る
も
の
、
．
慶
伺

滋
の
み
に
て
も
殆
ん
ざ
二
千
に
近
く
、
同
十
六
年
に
は
邦

人
の
京
師
に
あ
る
も
の
百
工
人
に
達
せ
し
ょ
り
、
莫
將
來

の
男
根
を
獲
さ
ん
こ
ご
を
慮
り
て
、
前
者
は
自
後
壁
人
を

買
取
っ
て
奴
碑
こ
な
す
を
禁
じ
、
後
者
は
各
道
に
分
畳
し

て
農
業
に
從
帰
せ
し
め
曇
り
。
太
宗
が
隠
男
決
せ
ざ
り
し

東
征
を
断
行
せ
し
は
、
其
意
根
本
的
に
是
等
の
弊
螢
を
絶

た
ん
こ
せ
る
も
の
に
外
な
ら
す
。

　
加
之
朝
鮮
は
多
年
退
嬰
保
守
の
結
果
、
海
外
の
事
情
に

潅
ぐ
、
我
厚
情
に
暗
か
り
し
こ
ご
寧
ろ
憐
れ
む
に
堪
へ
た
ぐ

う
し
が
、
職
官
幕
府
に
鋼
す
る
日
本
麺
信
使
（
回
上
使
）
の
往

來
相
次
ぎ
、
敬
差
官
、
騰
察
使
（
封
馬
）
招
撫
官
（
登
岐
あ
封



馬
、
萱
岐
に
揖
－
さ
る
、
も
の
亦
多
く
、
是
等
使
臣
の
報
告

は
次
第
に
我
眞
相
を
傳
へ
、
此
方
面
よ
り
し
て
從
摩
の
蒙

を
軽
き
耳
御
構
ご
幕
す
る
当
日
政
策
に
貢
獣
せ
し
こ
ご
決

し
て
鮮
少
な
り
こ
せ
す
。
今
其
李
氏
實
録
に
見
ね
た
る
も

の
よ
り
一
二
を
抄
出
せ
ん
に
、
世
宗
の
二
年
中
我
懸
永
二

＋
七
年
）
＋
月
我
國
よ
り
重
り
し
日
本
國
回
駆
使
通
事
ヂ

仁
甫
の
復
命
中
、

　
　
國
無
極
庫
、
只
今
宮
人
支
持
（
叉
有
人
、
蜜
言
莫
王

　
　
宮
無
騰
面
、
不
欲
示
之
、
故
不
悟
入
都
也
．
其
御
所

　
　
毎
回
諸
寺
修
齋
、
以
此
爲
事
、
命
翼
翼
行
於
近
都
地

　
　
面
魂
巳
、
土
地
皆
瓜
分
於
強
宗
、
・
重
事
依
蓮
而
已
、

こ
い
へ
る
は
我
史
籍
に
載
せ
ざ
る
將
冤
の
側
面
観
た
り
Q

特
に
同
十
一
年
、
我
永
享
．
兀
年
」
十
二
月
、
洋
本
蓮
信
使
野

田
生
の
我
海
賊
の
分
布
及
び
試
所
属
に
殺
す
る
報
告
の
織

る
べ
き
も
の
あ
る
は
既
記
を
経
た
る
が
、
彼
れ
は
又
我
將

軍
及
び
こ
れ
に
欝
す
み
外
山
父
に
つ
い
て
も
這
（
恋
†
な
る
所
見

鑓
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
毯
」

を
披
煙
し
て
曰
く
、

　
　
大
抵
其
俗
不
知
禮
義
．
小
部
合
意
、
不
顧
其
身
，
雌

　
　
・
御
所
之
命
、
拒
而
不
從
、
由
此
様
之
、
修
好
御
所
、
毎

　
　
錐
爲
交
隣
之
蓮
、
寸
心
禁
賊
之
策
第
緩
也
、
且
日
本

　
　
有
所
求
測
遣
使
請
賃
、
今
摺
所
求
雄
賀
新
弔
醤
之
大

　
　
節
、
漫
不
致
縄
、
今
臣
字
画
命
旧
主
、
接
待
亦
不
以

　
　
禮
、
恐
因
其
國
薔
史
所
書
而
砂
中
、
願
自
ム
コ
國
家
不

　
　
得
已
之
事
、
及
報
聰
外
、
不
許
遣
使
、
而
於
上
項
諸

　
　
島
之
圭
、
厚
往
薄
來
、
以
悦
其
心
．
聞
或
遣
使
、
敦

　
　
論
至
愚
、
以
爲
禁
賊
之
策
．
・

同
二
十
ム
累
年
（
我
か
念
女
一
対
年
ご
二
ロ
が
志
下
岐
よ
り
伽
羅
れ
る
招
梅
…

官
縄
墨
善
の
報
告
は
夏
に
一
層
具
膿
的
に
此
方
面
に
於
け

る
我
國
歌
を
詳
ら
か
に
せ
り
Q

　
　
自
博
多
至
干
大
内
殿
倭
人
所
居
稠
密
、
土
地
肥
饒
、

　
　
専
務
農
業
、
興
販
畢
生
、
露
心
我
國
、
略
無
作
賊
之

　
　
虞
、
樹
下
】
気
上
松
浦
等
地
人
居
薫
條
、
土
地
偏
小
、

第
三
號

二
七
　
（
四
〇
〇
）



第
二
奮
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
憲
」

　
　
且
甚
靖
薄
、
不
事
農
業
、
未
免
鰻
餓
、
恣
盗
作
賊
、

　
　
其
心
好
暴
，
然
鋤
面
一
嬉
々
島
、
海
賊
純
由
之
地
、

　
　
若
我
待
之
以
鎧
、
養
之
以
厚
伽
於
前
日
、
則
賊
徒
悉

　
　
皆
隻
影
突
、
若
呼
子
押
打
志
佐
佐
志
等
、
彼
此
隔
遽
、

　
　
難
以
通
信
、
日
本
黄
菊
之
命
、
亦
有
所
不
及
、
居
職

　
　
車
中
、
妄
自
尊
大
、
羽
立
暴
悪
．
、
然
成
願
受
圖
書
餅

　
　
順
亡
朝
、
翌
々
此
島
圭
等
依
奮
交
通
、
往
々
給
與
糎

　
　
料
、
傍
給
圏
書
以
備
不
虞
、

是
等
は
何
れ
も
皆
期
せ
す
し
て
我
將
軍
の
威
信
の
面
内
に

失
墜
せ
る
を
言
朋
せ
る
も
の
な
り
Q
其
中
H
本
が
求
む
る

こ
こ
ろ
あ
る
時
の
み
使
を
遣
す
ご
い
へ
る
は
當
年
に
於
け

る
日
鮮
外
交
の
實
情
を
喝
破
せ
る
も
の
、
蔭
塵
藻
日
録
長

享
二
年
三
月
三
十
臼
の
條
に
、
堅
首
座
の
談
こ
し
て
、
朝

鮮
の
一
士
曹
が
彼
れ
に
向
っ
て
、
自
日
本
有
音
信
者
、
有

所
求
則
渡
船
非
通
好
、
以
後
無
所
求
而
麺
好
気
然
云
々
ご

語
れ
る
由
見
ぬ
た
る
ご
同
意
な
り
G
既
に
將
軍
の
政
令
遠

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
二
八
（
四
〇
一
）

＜
箪
ば
す
、
威
力
部
下
を
駆
す
る
に
足
ら
ざ
る
を
知
る
に

於
て
ば
物
質
的
に
も
損
失
の
多
か
り
し
外
交
を
縫
績
す
る

の
好
ま
し
か
ら
ざ
る
や
言
ふ
迄
も
な
し
9
爾
來
朝
鮮
は
交

隣
の
誼
こ
し
て
爾
ほ
使
臣
の
往
來
を
絶
把
ざ
り
し
も
、
將

軍
に
向
っ
て
海
賊
の
忠
霊
を
求
む
る
が
如
き
昔
H
の
愚
を

再
び
せ
ざ
る
こ
ご
〉
な
り
、
世
宗
の
六
年
口
本
國
回
禮
使

朴
安
臣
を
涙
遣
す
る
に
孕
り
て
も
｛
一
世
に
一
再
を
過
ぎ

ざ
る
べ
き
の
議
あ
り
、
こ
れ
よ
り
朝
鮮
は
我
國
内
の
實
力

あ
る
諸
島
主
特
に
宗
氏
の
如
き
に
其
注
意
を
傾
注
す
る
こ

ご
、
は
な
り
し
な
り
〇

　
　
　
　
　
　
六
　
　
　
匹

　
戦
後
朝
鮮
が
日
本
側
の
働
脈
な
る
交
通
酔
態
を
更
新
せ

ん
こ
せ
し
は
、
世
宗
の
元
年
冬
九
州
探
題
澁
川
道
鎭
に
封

し
て
試
み
ら
れ
し
交
渉
を
以
て
其
第
一
着
手
こ
す
べ
き
が
解

如
し
）
我
九
州
探
題
は
自
他
共
に
九
州
郡
元
帥
、
九
州
総

管
、
九
州
節
度
使
杯
．
こ
稻
せ
る
も
の
に
し
て
、
朝
鮮
ご
は



交
通
最
も
親
密
な
り
き
。
是
時
に
當
り
て
鎭
西
諸
國
の
大

小
名
等
は
互
に
競
う
て
使
臣
を
朝
鮮
に
遣
し
好
を
修
せ
ん

こ
ご
を
求
め
π
り
ρ
こ
れ
朝
鮮
の
煩
に
堪
へ
ざ
り
し
ご
こ

ろ
な
り
Q
是
に
於
て
朝
鮮
は
禮
曹
を
し
て
書
を
道
鎭
に
致

さ
し
め
淀
り
し
が
、
其
要
旨
は
九
州
境
内
諸
州
太
守
私
目

遣
人
似
無
艦
統
、
如
有
遣
人
行
騰
者
、
心
聯
絡
管
公
書
信

以
來
、
方
許
禮
樹
、
今
後
有
感
行
禮
者
、
公
宜
照
依
前
書

施
行
、
以
一
下
統
こ
い
ふ
に
あ
り
き
。
こ
れ
に
嬢
れ
ば
九

州
の
大
小
名
等
の
朝
鮮
ご
交
通
す
る
に
は
必
ず
九
州
探
題

の
書
契
を
受
く
る
を
要
し
、
從
來
の
如
く
任
意
に
使
人
を

遣
す
を
許
さ
れ
ざ
る
を
以
て
、
其
間
一
定
の
取
締
も
行
は

る
べ
く
、
所
謂
帝
統
を
嚴
に
す
る
こ
ご
を
得
べ
し
ご
思
惟

し
把
り
し
な
り
。
然
る
に
こ
は
九
州
境
内
皆
是
絡
管
磨
下

（
禮
曹
の
李
満
景
に
封
ず
る
緯
書
の
語
）
こ
の
前
提
に
墓
く

事
な
が
ら
、
當
時
に
於
け
る
九
州
探
題
の
實
構
は
然
か
く

強
大
な
る
も
の
に
あ
ら
す
し
て
、
大
友
、
島
津
、
菊
池
、

　
　
　
第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
慰
」

少
戴
、
松
浦
以
下
の
守
護
、
大
小
名
立
各
其
自
主
的
能
力
を

覆
揮
し
探
題
の
節
制
を
受
く
る
を
甘
ん
ぜ
ざ
り
し
な
り
。

こ
れ
偶
朝
鮮
の
我
政
局
に
暗
き
を
表
自
す
る
も
の
こ
謂
ふ
鴛

べ
し
Q
さ
れ
ば
九
州
探
題
は
禮
曹
の
通
告
を
受
く
る
も
＼

こ
れ
を
履
行
す
る
の
實
愚
な
か
り
し
を
以
て
折
角
の
改
革

案
も
自
然
清
聴
に
館
す
る
の
外
な
か
り
し
な
り
。
世
宗
の

六
年
日
本
回
黒
蟻
朴
安
臣
が
義
俊
に
向
っ
て
使
人
ご
商
人

ご
其
符
験
を
別
に
せ
ん
こ
ご
を
交
渉
し
、
義
俊
こ
れ
に
同

意
し
て
、
自
後
毎
年
春
節
ご
秋
節
ご
に
怒
田
楽
人
を
逡
り

、
其
他
緊
要
の
事
あ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
使
人
を
遣
さ
す
ご

い
へ
る
も
、
も
こ
よ
り
實
行
せ
ら
れ
し
、
・
」
は
見
ぬ
す
。

此
不
成
功
に
反
し
て
、
多
大
の
効
果
を
埋
め
し
も
の
は
宗

氏
に
署
す
る
同
一
の
政
策
こ
す
。
抑
々
掛
馬
が
慶
爾
道
の

属
島
π
り
し
ご
い
ふ
は
事
實
に
あ
ら
す
ご
す
る
も
、
圃
内

に
は
耕
地
に
乏
し
く
、
人
民
は
農
業
を
治
む
る
こ
ご
能
は

ざ
る
よ
り
、
南
鮮
地
方
の
諸
浦
、
諸
島
に
赴
き
て
耕
田
、

第
三
號

二
九
（
四
〇
二
）



　
　
　
算
二
巻
　
　
研
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
冠
」
　
　
一

錦
鯉
、
煮
聴
、
採
瀧
、
和
責
（
貿
易
）
等
の
事
に
從
ひ
、
漫

録
盗
篇
を
も
僻
せ
す
、
宗
氏
は
其
守
護
代
よ
り
守
護
に
至

る
の
間
永
く
封
馬
に
住
し
、
　
（
定
宗
元
年
七
月
頁
茂
の
書

に
五
十
年
前
、
吾
耐
曾
爲
窮
地
之
宰
日
、
不
敢
有
負
貴
國

鴻
恩
専
意
ご
見
ゆ
）
貞
茂
の
時
、
朝
鮮
に
逸
し
て
頗
る
恭

順
の
態
度
を
取
り
、
み
つ
か
ら
刑
部
侍
郎
等
の
官
を
受
け
、

其
距
官
道
全
を
代
官
こ
し
て
王
廷
に
出
仕
せ
～
）
め
た
b
し

の
み
な
ら
す
、
総
軍
其
他
の
大
小
・
名
等
ご
共
に
我
海
賊
の

朝
鮮
を
侵
す
を
抑
止
せ
る
の
功
亦
少
し
ご
せ
ざ
り
き
。
後

者
は
彼
れ
の
禁
輸
ご
塗
し
て
、
特
に
徳
こ
せ
る
こ
こ
ろ
、

癒
永
二
十
五
年
貞
茂
の
下
せ
し
時
太
市
丘
藝
を
遣
し
て
嬉

を
贈
ら
し
め
し
が
、
こ
れ
實
に
威
行
諸
島
、
向
害
心
家
、

禁
制
群
盗
、
使
不
得
侵
邊
境
の
功
に
報
い
し
も
の
な
り
。

而
か
も
倭
冠
の
淵
藪
だ
る
三
島
の
随
一
際
し
て
、
一
た
び

其
反
戚
を
買
へ
ば
、
何
時
侵
塗
せ
ら
る
、
こ
．
こ
な
き
を
保

し
難
し
Q
故
に
朝
鮮
は
宗
氏
に
封
し
て
百
方
論
評
を
結
ぱ

策
三
號

三
〇
　
（
四
〇
三
）

ん
こ
し
、
從
來
毎
年
朝
鮮
よ
り
宗
氏
に
給
せ
る
所
謂
歳
賜

米
は
年
に
依
り
一
二
百
石
、
五
百
子
等
一
定
せ
ざ
り
し
を
、
世

襲
の
十
年
（
我
正
長
元
年
）
改
め
て
二
百
石
こ
し
、
凶
歳
等

に
乞
索
す
る
こ
こ
ろ
あ
れ
ば
曲
げ
て
こ
れ
に
從
っ
て
多
く

の
物
資
を
供
給
し
其
窮
乏
を
賑
し
、
み
つ
か
ら
富
家
撫
樋

無
異
我
民
．
こ
聾
し
て
、
永
く
好
戚
を
維
が
ん
こ
ご
を
務
め

叉
其
宗
族
、
家
距
を
厚
遇
す
る
は
勿
論
．
人
民
の
海
賊
を

業
こ
な
す
も
の
は
並
立
ご
紛
し
て
特
に
護
軍
の
職
に
叙
し

、
術
ほ
衣
服
笠
靴
を
給
す
る
を
例
こ
せ
り
。
蒸
れ
ざ
も
朝

鮮
は
未
だ
宗
氏
に
向
っ
て
何
等
特
別
任
務
を
負
召
せ
し
め

ん
．
こ
試
み
把
る
こ
ご
な
か
り
し
が
声
戦
後
一
面
封
馬
に
於

け
る
海
賊
珍
滅
の
穏
的
の
容
易
に
達
し
難
く
、
他
面
其
憲

土
器
降
も
古
謡
至
難
な
る
を
看
取
し
、
こ
》
に
別
途
の
宗

氏
剰
用
法
を
案
出
す
る
に
至
り
澱
○
世
宗
の
元
年
九
月
、
、

王
が
左
右
ご
禽
竜
の
蒜
後
策
を
講
ず
る
に
當
り
、
禮
曹
判

書
許
稠
は
冠
本
使
臣
の
入
京
に
窮
す
る
弊
害
を
説
明
せ
る

、



後
、
貞
盛
及
び
宗
俊
等
の
書
契
を
賛
し
家
れ
る
も
の
、
み

を
接
待
し
、
其
責
濁
せ
る
財
貨
を
み
つ
か
ら
他
に
運
下
す

る
を
許
す
べ
き
も
、
藤
次
郎
等
の
酌
人
は
接
待
を
許
す
べ

か
ら
す
ご
の
議
を
立
て
し
が
、
王
は
若
し
宗
氏
ε
交
響
せ

ば
卿
の
言
の
如
く
す
る
も
可
な
ら
ん
こ
い
へ
り
こ
い
ふ
∪

然
る
に
朋
年
（
二
年
＼
正
月
許
稠
の
貞
盛
に
観
す
る
復
讐
に

近
來
足
下
所
長
代
管
萬
戸
各
自
軍
人
奉
書
來
欺
、
其
誠
雄

至
、
甚
乖
騰
統
、
自
今
須
得
足
下
所
親
署
書
契
以
來
、
方

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
丸
）

許
禮
接
。
影
印
交
日
、
宗
国
都
都
熊
琵
、
ご
見
ね
た
り
Q

こ
は
軍
に
継
馬
の
管
内
に
止
り
て
未
だ
他
に
及
ば
す
。
且

つ
勤
馬
が
慶
風
道
に
隷
す
る
を
以
て
自
今
馨
稟
す
べ
き
事

あ
ら
ば
、
本
道
の
槻
察
使
に
呈
報
す
べ
く
、
直
接
に
騰
曹

に
呈
す
べ
か
ら
す
ご
い
へ
る
が
如
き
、
宗
氏
の
満
足
を
買

ふ
に
由
な
か
り
し
な
り
。
蕾
に
こ
れ
の
み
な
ら
す
、
職
前

に
猛
て
は
墨
字
島
民
の
長
浦
に
赴
て
魚
甑
の
責
買
を
な
す

を
許
さ
れ
し
も
の
、
戦
後
は
乃
而
、
富
山
の
二
士
に
限
ら

第
二
巻
　
　
研
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
勉
」

れ
、
載
前
一
声
の
蚕
糸
糎
を
給
ぜ
ら
れ
し
も
の
、
職
後
は

唾
十
日
置
料
を
給
す
る
の
み
こ
な
れ
り
。
さ
れ
ば
繋
馬
島

民
の
利
盤
も
勢
ひ
戦
前
の
如
く
な
る
こ
ご
能
は
す
、
職
後
・

斎
言
を
復
せ
し
後
省
ほ
此
事
あ
る
は
宗
氏
及
び
島
民
の
共

に
不
満
こ
す
る
こ
こ
ろ
に
て
め
り
き
Q

從
疎
朝
鮮
は
樹
絵
入
滞
留
策
上
こ
れ
に
上
書
を
濫
幽
し
父

死
す
れ
ば
千
こ
れ
を
還
納
し
て
改
め
省
く
る
を
例
こ
せ
り

是
に
於
て
朝
鮮
の
給
せ
る
圏
書
ご
早
帰
の
文
引
こ
の
効
力

如
何
は
問
題
こ
な
ら
ざ
る
を
得
す
○
薫
製
の
十
七
年
ハ
我

永
享
七
年
）
九
月
貞
盛
の
使
を
遣
し
て
朝
鮮
に
告
ぐ
る
に
、

宗
彦
七
、
岡
茂
直
等
は
砦
朝
鮮
の
卜
書
を
臨
く
る
も
、
宗
氏

の
文
引
な
く
ば
接
待
を
許
さ
w
ら
ん
こ
ご
を
以
て
せ
り
。

是
文
引
な
き
も
の
は
私
交
ご
平
群
研
さ
る
ぺ
け
れ
ば
な
り
り

是
よ
り
咲
き
、
世
宗
の
八
年
（
我
慮
永
三
十
三
年
）
劃
馬
に

往
復
す
る
こ
ご
既
に
十
六
回
に
及
ん
で
、
叢
曝
露
に
精
遁

せ
る
大
受
思
掛
藝
の
石
見
州
樹
馬
島
賜
物
管
駆
使
こ
し
て

第
三
號
　
　
　
、
三
一
　
（
四
〇
四
）



　
　
　
第
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
冠
」

派
遣
せ
ら
れ
し
時
、
貞
盛
彼
れ
に
依
り
て
我
使
船
及
び
商

船
に
は
必
ず
路
引
を
給
し
、
こ
れ
な
き
も
の
は
接
待
せ
ざ

ら
ん
こ
ご
を
請
ひ
し
が
、
同
廿
年
（
我
永
享
十
年
）
金
知
中

早
旦
事
悪
弊
は
更
に
里
馬
に
派
遣
せ
ら
れ
て
、
世
盛
ご
文

引
に
要
す
る
定
昇
を
締
結
せ
ウ
。
こ
れ
に
櫨
れ
ば
、
劃
馬

の
宗
彦
七
、
同
彦
次
郎
、
同
茂
直
、
早
田
六
郎
次
郎
、
壼

岐
の
志
佐
、
佐
志
、
九
州
の
田
否
、
大
友
、
島
津
其
他
石
見

（
長
濱
、
周
布
等
）
諸
悪
の
使
途
人
は
戦
後
頁
盛
の
文
引
な

き
も
の
は
接
待
を
許
さ
い
る
こ
ご
、
な
り
、
貞
盛
の
申
請

は
容
れ
ら
れ
て
、
宗
氏
の
交
引
の
有
効
範
園
こ
、
に
籏
黙

せ
ら
れ
、
我
朝
鮮
貿
易
に
於
け
る
宗
氏
の
地
位
を
著
し
く

向
上
せ
し
め
た
り
し
な
り
。
明
年
二
月
禮
曹
の
呈
啓
に
依

り
て
、
將
軍
（
日
本
國
王
）
斯
波
管
領
武
衛
）
大
内
、
菊
池

の
諸
氏
を
飴
め
、
嘗
て
朝
鮮
の
圖
書
を
受
け
し
も
の
、
親

し
く
穿
れ
る
時
及
び
誠
心
館
服
せ
る
宗
氏
の
家
距
井
太
郎

の
如
き
は
宗
氏
の
丈
引
な
き
も
こ
れ
を
接
待
す
る
こ
ご
、

第
三
號

三
二
　
（
四
〇
五
）

し
π
り
し
が
、
こ
は
皆
前
年
の
一
箪
に
載
せ
ざ
る
こ
こ
ろ

な
れ
ば
、
必
ず
し
も
封
手
の
如
何
に
依
り
て
み
つ
か
ら
宗

氏
こ
の
定
約
を
破
り
し
も
の
こ
解
す
べ
か
ら
す
。
當
時
我

大
小
名
の
罪
人
は
勿
論
商
人
の
朝
鮮
に
往
摩
す
る
も
の
は

依
然
こ
し
て
宗
氏
の
早
引
を
響
く
る
を
要
し
だ
り
。
而
し

て
こ
の
半
田
に
は
別
に
密
約
あ
り
、
丈
宗
實
録
二
年
七
月

丙
午
の
條
に
、

　
　
凡
皇
朝
我
勝
者
、
必
受
貞
盛
奏
書
、
國
家
與
貞
盛
密

　
　
約
、
凡
境
請
切
要
者
、
三
著
圖
苦
、
次
蜀
二
季
、
不

　
　
切
者
一
著
、

ご
あ
る
も
の
是
な
り
○
此
著
圏
書
の
種
類
は
待
遇
の
等
級

を
示
す
Q
魅
せ
ぱ
二
珊
々
舷
々
契
を
有
す
る
も
の
に
は
十

日
聞
の
嘉
節
糎
を
給
し
，
一
著
垂
直
・
、
2
肴
せ
る
も
の
に
は

三
四
目
若
し
は
五
六
日
間
の
過
海
糎
を
給
せ
る
が
如
し
）

　
宗
氏
は
経
岸
里
自
給
の
困
難
な
り
し
爲
め
、
朝
鮮
の
供

給
を
仰
い
で
墨
型
計
を
立
つ
る
を
得
策
こ
せ
り
。
特
に
九



州
の
地
を
失
へ
る
後
を
悟
り
こ
な
す
。
而
し
て
朝
鮮
の
最

も
憂
へ
し
ご
こ
ろ
は
倭
冠
の
侵
入
な
り
、
世
宗
は
嘗
て
野

面
に
給
す
べ
き
米
豆
の
数
額
を
議
す
る
に
當
り
て
、
彼
若

予
予
古
米
、
不
擾
邊
境
、
則
雄
歳
給
千
石
循
苦
難
也
こ
い

へ
る
こ
き
あ
り
。
答
歌
に
し
て
騰
馬
は
勿
論
．
其
他
の
地

方
よ
り
す
・
る
海
賊
を
も
禁
記
す
る
を
得
ば
、
朝
鮮
の
激
心

を
買
う
て
，
其
得
る
こ
こ
ろ
お
の
つ
か
ら
大
な
る
べ
し
）

こ
れ
其
島
民
を
戒
め
て
朝
鮮
の
邊
境
を
侵
さ
い
ら
し
め
ん

こ
せ
る
所
以
な
り
。
然
る
に
封
馬
は
地
勢
上
、
我
朝
鮮
渡

航
の
門
戸
に
尽
り
居
る
の
み
な
ら
す
、
當
時
我
海
賊
の
朝

鮮
に
赴
か
ん
こ
す
る
も
の
は
必
ず
此
地
に
於
て
薪
水
を
積

む
を
要
し
π
れ
ば
樹
馬
は
お
の
つ
か
ら
我
海
賊
の
集
合
地

黙
こ
な
り
居
れ
り
。
大
内
氏
に
し
て
命
を
赤
聞
關
に
下
し

て
其
西
出
を
禁
じ
、
宗
氏
に
し
て
又
令
を
島
民
に
下
し
て

其
水
を
汲
む
を
許
さ
や
り
し
な
ら
ん
に
は
我
海
賊
の
朝
鮮

に
來
る
を
得
す
ご
は
朴
轡
型
の
復
命
に
見
ゆ
る
が
如
く
、

第
二
巷
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
、
倭
竈
」

叉
樹
馬
、
萱
岐
を
優
遇
せ
ば
倭
冠
順
服
す
べ
し
ご
は
姜
拗

善
の
復
命
に
見
ゆ
る
が
如
し
。
宗
氏
は
實
に
朝
鮮
海
峡
の

制
海
罹
を
握
り
、
是
等
海
賊
の
死
命
を
制
せ
る
も
の
な
り
。

朝
鮮
も
此
頃
は
漸
く
這
般
の
事
情
を
看
取
し
て
、
大
に
宗

氏
を
利
用
し
、
禁
賊
の
目
的
を
達
せ
ん
ご
謝
る
に
至
り
、

さ
て
こ
そ
文
運
に
濁
す
る
特
催
の
伸
張
を
許
す
こ
．
こ
、
は

な
り
し
な
れ
。

　
次
に
開
港
地
．
こ
し
て
は
、
も
こ
よ
り
朝
鮮
の
指
定
せ
る

も
の
な
か
り
し
が
、
邦
人
の
慶
爾
道
に
以
れ
る
は
、
多
く

富
山
浦
に
集
り
、
中
に
は
我
「
遊
女
」
さ
へ
交
り
て
、
股
賑

の
状
を
呈
せ
り
。
然
る
に
太
宗
の
十
八
年
（
智
慮
永
二
十

五
年
聯
帯
月
彼
等
が
故
ら
に
掩
謝
し
て
虚
實
を
規
ふ
ご
の

嫌
疑
の
下
に
、
左
下
の
足
型
ご
右
蓮
の
加
背
梁
ご
に
各
倭

館
を
聡
き
、
富
山
浦
に
居
留
（
恒
居
）
せ
る
も
の
を
ば
此
両

地
に
分
資
す
る
こ
ご
、
な
せ
り
。
さ
れ
ざ
世
事
に
至
り
て

は
我
商
船
の
爲
め
に
乃
豊
浦
ご
富
山
浦
ご
を
許
せ
る
の
み

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
三
三
（
四
〇
山
C



第
ご
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
騨
の
「
倭
竃
」

な
り
し
か
ば
、
八
年
頃
我
懸
永
三
十
三
年
）
貞
盛
は
慶
爾
道

内
の
各
浦
に
於
て
任
意
に
互
市
を
許
さ
ん
こ
．
こ
を
求
め
、

朝
鮮
は
両
浦
の
外
新
に
嵐
山
聴
浦
を
許
し
、
同
時
に
三
浦

以
外
に
來
泊
す
る
も
め
は
斯
学
の
鎭
守
を
し
て
臨
機
逮
補

せ
し
む
る
こ
ご
、
せ
り
。

　
次
に
愚
書
人
の
朝
鮮
近
海
に
於
け
る
漁
業
も
初
の
は
　

定
の
蕩
所
を
指
定
す
る
こ
ご
な
く
、
朝
鮮
近
海
到
る
慮
に

往
來
す
る
を
得
π
り
し
も
、
戦
後
こ
れ
を
禁
じ
た
り
し
は

言
ふ
迄
も
な
か
ら
ん
Q
然
る
に
宗
氏
の
懇
請
に
依
り
特
に

慶
群
遊
富
山
浦
、
再
演
浦
に
於
て
漁
歯
す
る
を
許
し
　
漁

船
の
其
地
の
海
邊
に
到
泊
來
署
す
る
を
許
さ
“
り
し
が
．

（
世
宗
實
鍛
十
七
年
十
月
壬
成
㌔
季
夏
に
縣
浦
を
も
許
せ

り
。
（
世
宗
實
録
二
十
一
年
十
一
月
丙
寅
㌔
然
る
に
濁
点
の

島
民
は
漁
業
に
依
っ
て
生
計
を
螢
む
も
の
多
く
、
毎
年
禁

を
犯
し
て
全
比
感
の
南
海
な
る
孤
草
島
に
往
て
釣
魚
す
る

も
の
四
五
十
艘
よ
b
多
き
は
七
八
十
艘
に
も
及
び
し
ょ
り

第
三
號

三
四
　
（
閃
〇
七
）

貞
盛
は
朝
鮮
に
向
て
腰
其
許
可
を
求
め
、
朝
鮮
は
初
め
こ

れ
を
拒
絶
し
曇
り
し
も
、
世
宗
の
二
十
三
年
（
我
嘉
吉
元

年
）
十
一
月
漸
く
こ
れ
を
許
し
て
、
釣
魚
再
認
の
締
結
を

見
る
に
至
れ
り
。
こ
れ
に
詣
れ
ば
漁
船
に
は
兵
器
を
蓄
ふ

る
こ
ご
を
得
す
、
其
船
の
大
中
小
及
び
船
員
の
数
を
明
記

せ
る
宗
氏
の
交
引
を
受
け
．
慶
爾
道
亘
翁
島
知
世
浦
に
於

て
改
め
て
萬
戸
の
文
引
を
受
け
，
釣
魚
を
終
へ
し
後
は
復

知
世
浦
に
至
っ
て
萬
戸
の
素
引
を
返
謝
す
る
ご
同
時
に
、

舶
税
を
納
め
て
本
國
に
痴
る
べ
し
）
こ
れ
に
反
し
て
、
潜

に
兵
器
を
新
し
、
他
庭
に
横
、
行
ず
る
も
の
は
勿
論
、
宗
氏

の
交
引
な
き
も
の
も
悪
摺
に
准
じ
て
逮
捕
せ
ら
る
べ
し
）

　
是
等
の
特
典
は
何
れ
も
宗
氏
に
有
利
な
り
し
を
疑
は
す

ご
雄
こ
も
、
こ
れ
を
職
前
に
比
す
れ
ば
。
爾
ほ
抑
制
を
受

け
π
り
し
こ
ご
い
ふ
泡
も
な
き
の
み
な
ら
す
、
此
後
も
亦

丸
儲
継
迫
を
蒙
り
て
各
種
の
特
灌
の
解
除
せ
ら
る
、
も
の



少
か
ら
ざ
り
し
な
㌧
。

　
先
づ
交
引
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
從
來
宗
氏
の
交
引
に

嶽
人
名
員
数
等
を
載
せ
ざ
り
し
を
以
て
、
商
船
の
入
港
す

る
時
は
豫
め
相
嫁
謀
せ
る
我
居
留
民
の
夜
に
乗
じ
て
小
船

に
乗
り
海
中
の
小
島
に
到
り
て
こ
れ
に
搭
乗
し
、
商
人
ご

詐
稚
し
て
留
浦
及
び
過
擬
製
の
支
給
を
驚
く
る
が
如
き
弊

を
生
じ
に
り
し
か
ば
、
縫
宗
十
八
年
閨
五
月
よ
り
文
正
に

は
船
の
大
中
小
、
乗
員
の
人
名
、
員
数
を
記
入
せ
し
む
る

こ
ご
、
し
、
二
十
一
年
四
月
に
は
偶
造
の
書
契
を
費
、
し
要

る
も
の
あ
る
を
以
て
、
昨
今
野
饗
糊
に
宗
氏
の
給
せ
る
書

契
の
度
数
、
及
び
人
名
を
届
出
で
し
め
、
其
他
冒
斯
し
て

導
引
を
受
け
し
も
の
、
如
き
も
、
こ
れ
を
二
野
す
る
毎
に

宗
氏
を
し
て
相
等
の
塵
分
を
な
さ
し
め
た
り
O
馳

　
宗
氏
の
使
逡
船
の
乗
員
に
つ
い
て
も
、
も
．
こ
制
限
な
か

り
し
爲
め
、
一
船
に
多
き
は
九
十
人
を
載
せ
、
中
に
は
婦

人
、
小
兇
さ
へ
交
ふ
る
に
至
り
し
か
ば
、
世
宗
の
二
十
年

第
、
二
巻
　
研
究
　
朝
緋
の
「
倭
趨
」

（
我
永
享
十
年
）
二
月
自
後
中
離
に
は
二
十
人
、
小
船
に
は

十
五
人
を
定
額
こ
な
し
、
定
額
外
に
は
給
糎
を
許
さ
や
る

こ
ご
、
し
、
二
十
一
年
（
我
永
享
十
一
年
）
五
月
更
に
大
離

に
は
四
十
人
、
中
潜
に
は
三
十
人
、
小
船
に
は
二
十
人
を

定
限
こ
な
す
こ
ご
に
改
め
だ
り
Q

　
掛
渡
鮮
者
に
給
す
る
過
海
糎
の
如
き
も
從
來
は
緩
遠
の

方
針
よ
り
實
際
の
目
雅
に
比
し
て
著
し
く
超
過
せ
る
こ
、
・
」

、
例
せ
ば
富
山
浦
よ
り
二
日
異
な
る
宗
氏
に
謁
し
て
、
十
日

の
糎
を
給
し
＋
五
日
梓
な
る
島
津
氏
に
蜀
し
て
九
十
日
の

糎
を
給
し
停
り
し
が
如
し
O
世
宗
二
十
年
ハ
我
永
享
十
年
）

八
月
給
糎
の
額
の
多
き
に
過
ぐ
る
を
以
て
、
改
め
て
こ
れ

を
査
定
し
、
例
せ
ば
島
津
氏
の
如
き
は
三
十
日
の
糎
を
給

す
る
こ
．
・
」
、
せ
り
。
但
宗
氏
の
み
奮
に
傍
っ
て
改
め
ざ
り

し
は
、
其
鋳
像
な
る
任
務
を
重
ん
じ
た
る
も
の
こ
し
て
當

然
の
事
な
る
べ
し
。

　
翠
蔓
蕩
泊
る
三
浦
の
居
留
民
は
殆
ご
樹
馬
の
島
民
な
れ

朝

潮

三
五
　
（
四
〇
八
）



第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
冠
」

ば
宗
氏
は
こ
れ
を
三
浦
に
限
る
を
不
便
こ
な
し
、
十
五
年

へ
我
永
享
五
年
）
二
刀
貞
潔
更
に
加
背
梁
、
仇
羅
梁
、
豆
毛

浦
、
西
生
浦
の
開
港
を
求
め
た
る
も
拒
絶
せ
ら
れ
把
り
Q

此
外
港
は
時
に
依
っ
て
盛
衰
あ
り
し
が
、
朝
鮮
は
警
備
上

急
患
使
丁
船
の
一
所
に
偏
す
る
を
避
け
て
、
三
港
に
逐
次

李
均
に
分
泊
せ
し
め
、
こ
れ
に
蓮
ふ
も
の
は
接
待
せ
ざ
る

こ
ご
、
せ
り
。
而
し
て
商
人
の
貿
易
の
拒
め
久
し
く
滞
留

し
て
蹄
ら
ざ
る
に
於
て
は
宗
氏
は
税
源
を
失
ひ
、
朝
鮮
は

疑
催
の
念
を
生
じ
，
彼
我
の
共
に
好
ま
ざ
り
し
ご
こ
ろ
、

且
つ
要
港
の
中
乃
二
丁
ご
聴
浦
ご
は
貞
盛
の
請
に
依
り
て

邦
人
の
居
留
を
許
せ
る
も
、
富
山
浦
に
は
も
、
こ
居
留
民
な

く
、
宗
氏
の
書
契
に
も
載
せ
ざ
る
よ
り
、
世
宗
の
十
七
年

（
我
永
享
七
年
）
九
月
朝
鮮
は
貞
盛
に
向
っ
て
貿
易
終
れ
る

後
は
速
に
蹄
饗
せ
し
め
、
若
し
永
く
留
ま
ら
ん
も
の
は
吉

夢
の
民
ご
同
じ
く
納
税
の
義
務
を
負
は
し
む
べ
き
を
告
げ

究
り
。
貞
盛
は
こ
れ
を
諾
し
、
只
其
六
十
名
の
み
姑
く
居

第
三
號

三
山
ハ
　
（
四
〇
九
）

留
を
許
さ
ん
こ
ご
を
求
め
屠
り
し
ょ
り
翌
年
三
月
乃
而
浦

の
二
百
五
十
三
人
、
盤
浦
の
九
十
六
人
、
富
山
浦
の
二
十

九
人
を
本
國
に
邊
遠
し
、
貞
盛
の
申
請
せ
る
六
十
人
の
外

留
ら
ん
こ
ご
を
請
へ
る
二
百
六
人
の
在
留
を
許
可
せ
り
Q

朝
鮮
麺
史
が
巳
亥
の
役
を
叙
し
贈
る
後
、
「
羅
馬
こ
の
交

際
は
是
に
於
て
一
時
阻
絶
せ
し
ご
雄
も
、
曹
長
は
悉
く
日

本
人
を
擾
号
せ
ん
こ
す
る
に
も
非
す
、
そ
の
三
浦
に
佐
せ

ん
こ
ご
を
願
ふ
者
数
名
は
之
を
許
し
た
れ
ば
、
年
を
逐
ふ

て
そ
の
数
吾
々
培
加
せ
し
を
以
て
、
十
八
年
に
は
六
十
名

々
留
る
こ
．
こ
＼
せ
り
」
こ
い
へ
る
は
余
輩
其
甚
し
く
事
磯

に
打
噛
せ
る
を
認
む
Q
而
か
も
此
六
十
名
は
後
に
至
る
も

爾
ほ
蹄
國
せ
ざ
り
し
ょ
り
、
朝
鮮
は
人
を
遣
し
て
俘
麟
ら

ん
こ
ご
を
宗
氏
に
求
め
論
り
し
が
、
既
に
玄
海
、
留
浦
の

糎
を
受
け
盗
る
後
、
貿
易
の
辛
め
に
掩
罪
す
る
も
、
自
給

せ
ん
に
は
公
私
共
弊
害
な
き
を
以
て
、
早
急
國
を
促
す
を

止
め
、
懐
緩
の
意
を
示
す
べ
し
ご
の
議
も
あ
り
て
此
事
働



顕
せ
ら
れ
し
ご
は
見
ぬ
す
。

　
然
る
に
宗
氏
の
邊
る
べ
き
船
舶
に
は
其
制
限
な
か
り
し

よ
り
、
宗
氏
が
大
内
氏
の
座
迫
を
受
け
て
其
勢
の
歴
り
し

後
は
専
ら
朝
鮮
の
供
給
を
仰
ぎ
、
一
月
の
内
に
遣
す
使
人

数
千
人
の
多
き
に
達
し
、
商
人
の
一
行
二
三
百
駄
の
貨
物

を
慶
し
て
上
京
し
京
師
往
復
の
護
逡
．
供
億
．
輸
邊
の
鴬

嘲
め
に
少
か
ら
ざ
る
失
養
を
要
し
沼
溢
の
人
民
を
平
せ
る
の

み
な
ら
す
、
商
品
は
公
署
の
貿
易
終
れ
る
後
置
に
私
貿
易

を
な
す
爲
め
永
く
京
中
に
滝
饗
し
、
其
弊
殆
ざ
堪
へ
難
か

ら
ん
こ
す
。
こ
れ
世
宗
二
十
五
年
所
謂
癸
亥
定
約
の
締
結

あ
b
し
．
所
以
な
り
Q

　
公
定
約
の
全
文
は
今
際
は
ら
す
。
通
文
蛮
民
世
襲

離
に
擦
れ
ば
源
氏
は
歳
難
船
五
＋
隻
を
靭
し
、
此
他
若
し

営
む
を
得
す
し
て
報
告
す
る
こ
こ
ろ
あ
れ
ば
別
に
血
肥
ご

繕
し
て
遣
す
こ
ご
を
得
、
朝
鮮
は
叉
宗
氏
に
向
っ
て
毎
年

米
豆
二
百
石
を
給
す
る
を
約
せ
る
な
り
。
宗
氏
の
記
録
中

　
　
　
第
二
懸
　
研
究
　
朝
鮮
の
「
倭
竃
」

例
せ
ぱ
宗
氏
世
系
私
記
に
は
此
外
居
州
牧
圭
」
謝
彊
宗
族

家
．
臣
或
有
歳
遣
一
品
者
．
町
有
＝
一
思
者
、
諸
説
蔵
船
必

受
劃
州
文
章
、
若
無
宗
氏
文
引
、
則
朝
鮮
不
接
待
之
、
ご

見
ね
穫
る
が
、
是
等
は
何
れ
も
朝
鮮
の
史
料
に
は
載
せ
ら

れ
す
、
旦
つ
我
使
二
人
の
朝
鮮
に
往
く
に
、
黒
氏
の
文
引

を
要
す
る
こ
ご
＼
な
れ
る
は
．
是
れ
よ
り
先
き
、
世
宗
の

二
十
年
に
於
て
既
に
摂
氏
ご
協
定
せ
ら
れ
し
こ
ご
に
し
て

、
是
時
の
定
約
に
混
ず
る
を
非
ざ
な
す
の
論
も
こ
れ
な
き

に
あ
ら
す
。
（
史
學
難
誌
第
二
十
六
編
第
九
號
掲
載
！
正
統

癸
亥
約
條
に
就
て
」
然
れ
ば
所
謂
歳
賜
米
墨
二
百
石
は
如

何
、
こ
れ
亦
既
に
世
宗
の
十
年
に
定
ま
れ
る
事
な
ら
す
や
。

宗
氏
の
宗
族
、
家
臣
中
一
二
船
を
朝
鮮
に
涙
遣
せ
る
こ
ご

も
亦
既
定
の
事
實
な
り
Q
然
る
に
歳
遣
船
こ
い
ひ
．
特
逡

船
こ
い
ひ
、
何
鮎
も
序
言
の
文
引
を
要
す
べ
く
、
こ
れ
を

定
言
に
掲
ぐ
る
は
寧
ろ
有
勝
の
事
把
り
、
縦
ひ
其
既
定
事

實
な
る
に
も
せ
よ
、
こ
れ
を
新
定
直
中
に
載
せ
得
ら
れ
ざ

　
　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
三
七
　
（
四
一
〇
）



恥

ま

第
二
巻
　
研
究
．
　
朝
鮮
の
「
倭
憲
」

る
の
理
あ
ら
ん
や
。
宗
氏
の
記
録
は
後
世
の
編
纂
に
係
る

ご
は
い
へ
、
余
輩
は
未
だ
こ
れ
を
否
認
す
べ
き
有
力
な
る

理
由
を
見
出
さ
い
る
な
り
。

　
思
ふ
に
日
鮮
両
方
面
の
傳
ふ
る
こ
こ
ろ
は
何
孔
も
癸
亥

定
約
の
一
部
に
過
ぎ
ざ
る
べ
し
∪
端
宗
質
轍
三
年
四
月
壬

午
の
條
に
、
出
馬
滅
亡
差
官
倉
弘
報
櫃
院
事
元
仁
然
の
復

命
中
、
彼
れ
が
箕
輪
載
に
王
旨
を
傳
へ
し
語
を
載
せ
た
る

が
、
壷
中
朝
鮮
が
老
馬
を
撫
冷
せ
る
こ
ご
を
叙
し
て
、
縁

組
往
來
絡
輝
、
歳
在
壬
戌
、
使
船
多
選
溶
蝕
艘
、
勢
將
難

支
、
歳
癸
亥
、
我
先
王
以
永
遠
相
好
之
意
、
量
一
歳
支
待

之
力
、
癖
馬
島
圭
約
至
仁
不
過
五
十
艘
、
其
坐
離
並
数
亦

皆
囚
約
定
こ
い
へ
り
b
所
謂
坐
船
人
一
数
は
大
船
に
四
十
人
、

中
鶴
に
三
十
人
、
小
船
に
二
十
人
を
指
す
も
の
な
る
が
、
此

事
め
定
約
に
見
ぬ
に
る
由
は
彼
我
の
記
録
に
載
せ
ざ
る
こ

こ
ろ
な
り
O
叉
是
よ
り
少
し
く
以
前
に
企
羅
道
観
至
便
崔

慌
が
文
金
を
有
し
て
兵
器
を
持
せ
ざ
り
し
封
馬
の
漁
民
を

第
三
號

三
八
　
（
四
一
一
）

捕
殺
せ
し
こ
、
こ
よ
り
、
朝
鮮
は
宗
氏
の
詰
問
に
遭
う
て
、

其
回
答
に
窮
し
、
世
宗
も
判
事
嫁
く
の
如
き
失
態
を
再
び

せ
ざ
ら
し
め
ん
が
爲
め
更
に
新
法
を
立
て
ん
こ
せ
る
頃
な

れ
ば
、
宗
氏
こ
の
交
渉
も
或
は
此
事
に
及
び
し
か
．
こ
思
は

る
＼
に
、
こ
れ
に
兆
す
る
何
等
の
記
載
な
き
は
亦
漏
れ
π

る
に
あ
ら
ざ
る
か
。
そ
は
兎
に
角
、
宗
民
の
蔵
邉
船
の
限

定
が
癸
亥
定
約
の
主
要
部
を
占
め
π
る
べ
き
は
余
輩
の
拒

ま
ざ
る
こ
こ
ろ
な
り
。
只
こ
れ
に
つ
い
て
從
來
我
國
の
學

熱
中
或
は
世
宗
の
征
討
の
爲
め
漸
一
時
蚊
除
の
阻
絶
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
孝
一

後
を
受
け
て
、
温
和
の
得
策
な
る
を
悟
り
、
通
信
便
雫
伸

文
、
書
歌
官
申
叔
舟
を
遣
し
、
又
李
藝
を
遣
し
て
三
盛
、
こ

通
交
條
約
を
定
め
π
る
も
の
な
り
ご
解
し
。
こ
れ
を
以
て

、
B
腰
間
最
初
の
條
約
、
こ
な
す
も
の
あ
る
も
、
（
朝
鮮
近
世

史
、
朝
鮮
麺
史
）
其
事
實
に
あ
ら
ざ
る
は
も
、
し
ょ
り
論
な

し
○
叉
此
等
約
が
高
麗
末
期
以
辛
目
鮮
關
係
の
親
厚
々
加

へ
た
る
を
世
宗
の
持
夏
に
一
歩
を
進
め
て
霜
道
を
封
馬
起



脅
し
、
和
交
の
提
議
を
な
さ
し
め
、
多
大
の
利
下
を
輿
へ

し
も
の
な
り
ご
解
す
る
に
至
っ
て
は
こ
れ
倭
竃
の
侵
害
巳

亥
役
の
影
響
等
を
貌
零
し
、
定
命
の
精
帥
を
遠
か
る
も
の

な
り
。
（
日
鮮
關
係
よ
り
の
封
州
關
係
、
倭
竃
に
予
て
）
若

し
果
し
て
此
定
約
が
宗
氏
に
全
利
盆
を
提
供
せ
る
も
の
な

ら
ん
に
は
宗
氏
は
一
議
に
及
ば
す
、
朝
鮮
の
提
議
に
嗣
意

を
輿
へ
て
然
る
べ
き
に
、
前
夕
は
こ
れ
に
反
し
て
、
初
め

は
こ
れ
を
肯
ん
ぜ
ざ
り
し
な
り
。
文
忠
公
行
状
を
按
ず
る

に
、
申
叔
舟
が
癸
亥
の
冬
の
。
欝
司
こ
な
り
日
本
通
信
使

書
状
官
こ
し
て
派
遣
せ
ら
れ
し
こ
ご
を
叙
し
狩
る
後
、

　
　
門
葉
關
尋
物
帥
交
際
扇
流
、
周
旋
懸
攣
、
出
人
意
表
、

　
　
回
到
封
馬
島
時
、
我
意
約
定
蔵
逡
船
額
数
、
島
主
爾

　
　
群
下
駈
誌
、
不
肯
定
約
，
公
聞
之
、
露
見
島
圭
a
、

　
　
此
人
行
人
所
知
、
然
係
干
本
國
事
、
籟
謂
島
主
動
焉
、

　
　
船
額
論
定
、
灌
堂
島
圭
、
利
薄
於
．
下
、
衆
所
不
悦
、

　
　
船
艇
不
定
、
診
断
可
行
、
何
扇
島
圭
、
此
愚
者
皆
知

遇
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
逡
し

　
　
利
害
、
何
不
専
…
島
之
…
罹
、
堅
両
國
之
好
，
島
主
獣

　
　
然
、
暫
定
船
子
、

ご
記
せ
り
。
貞
盛
の
此
交
渉
を
受
け
て
、
逡
巡
決
せ
ざ
る

を
本
書
に
は
群
下
に
謹
ら
れ
た
り
こ
い
へ
こ
、
そ
は
必
ず

し
も
當
ら
す
。
笹
踊
若
し
定
ら
ば
、
灌
島
主
に
書
し
、
定

ら
す
ば
、
島
圭
に
頼
ら
す
し
て
み
つ
か
ら
行
く
べ
し
ご
い

ふ
も
、
朝
鮮
に
赴
く
も
の
、
大
多
数
が
宗
氏
の
文
引
を
要

せ
る
は
既
定
の
條
約
に
依
っ
て
俣
障
せ
ら
れ
、
万
感
の
前

年
（
壬
戌
｝
に
は
宗
氏
の
使
船
の
朝
鮮
に
渡
航
せ
る
も
の
多

き
は
百
年
艘
に
至
り
て
、
遺
の
朝
鮮
も
支
へ
難
き
を
畳
ね

し
こ
ご
定
約
締
結
の
近
因
こ
な
り
、
其
結
果
、
朝
鮮
の
財
．

力
が
一
年
間
に
支
持
し
得
る
を
限
度
．
こ
し
て
、
歳
回
船
の

額
を
制
限
す
る
こ
ご
＼
は
な
し
た
り
し
な
り
Q
特
逡
船
の

制
あ
り
こ
い
ふ
も
、
そ
は
緊
…
急
巳
む
を
得
ざ
る
塀
合
を
條

件
こ
す
る
も
の
に
し
て
、
許
否
の
権
は
朝
鮮
に
あ
り
こ
せ

ば
、
こ
れ
を
直
話
の
締
結
以
前
に
比
し
て
宗
氏
の
禦
肘
を

第
三
號

三
九
　
（
四
一
二
）



　
　
　
第
二
管
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
冠
」

醜
く
る
二
ご
＼
な
る
は
建
議
の
理
な
ら
す
や
。
申
」
卵
舟
の

説
く
こ
こ
ろ
は
梢
二
丁
に
近
し
ご
謂
ふ
べ
し
》
貞
盛
は
何

を
以
て
こ
れ
を
撫
ぜ
し
や
9

　
癸
亥
定
理
の
締
結
せ
ら
れ
し
事
に
つ
き
て
我
史
料
中
．

宗
氏
世
系
私
記
の
如
き
は
、
嘉
吉
三
年
四
月
朝
鮮
使
來
封

州
、
同
月
邊
之
撮
州
兵
庫
浦
、
瀦
曹
且
副
書
貞
盛
、
請
諸
州

各
爲
歳
船
着
約
．
ご
見
ぬ
て
當
時
我
幕
府
…
に
使
せ
る
日
本

通
信
使
事
孝
文
の
一
行
の
其
使
命
を
帯
び
た
る
如
く
に
記

し
、
朝
鮮
通
交
大
義
の
如
き
は
封
馬
の
海
賊
朋
を
犯
し
て

、
興
邊
驚
の
爲
め
に
捕
へ
ら
れ
、
肩
輿
塗
れ
て
本
窯
に
還

b
し
か
ば
、
嘉
吉
三
年
、
世
宗
李
藝
を
遣
し
て
此
事
を
富

盛
に
聾
し
＼
に
、
貞
盛
賊
十
三
名
を
捕
へ
て
李
藝
に
附
し
．

こ
れ
を
機
こ
し
て
歳
邊
離
の
約
戒
れ
り
ご
記
せ
り
。
事
孝

交
は
日
本
心
腹
使
こ
し
て
、
李
藝
は
甥
馬
島
膿
止
血
．
こ
し

て
並
に
前
後
封
馬
に
來
り
し
は
事
柔
な
る
よ
り
、
朝
鮮
通

史
の
著
者
は
此
定
期
の
締
結
を
丈
量
に
係
け
π
り
し
が
、

第
三
審

四
C
　
（
四
＝
二
）

此
他
或
は
専
ら
李
藝
の
事
こ
す
る
あ
り
、
　
（
日
韓
關
係
よ

り
の
樹
令
研
究
、
倭
冠
に
就
て
）
或
は
事
孝
文
の
事
こ
し

て
、
濟
州
倭
冠
箏
件
ご
全
く
没
交
渉
な
り
こ
す
る
あ
り
。

（
正
統
癸
亥
約
條
に
就
て
）
今
試
み
に
其
當
否
を
批
判
せ
ん

に
、
日
本
通
信
使
金
豊
中
櫃
院
事
宝
前
丈
副
使
上
出
軍
ヂ

仁
甫
の
王
宮
を
僻
せ
し
は
世
宗
二
十
五
年
二
月
（
丁
未
｝
の

事
に
し
て
、
共
演
り
て
慶
術
滋
玉
禰
に
至
り
し
は
十
月
（

甲
午
）
な
り
Q
文
忠
公
行
斌
の
癸
亥
多
こ
せ
る
は
誤
な
る

も
、
【
蹄
國
の
時
ご
混
じ
て
誤
れ
る
か
．
自
螢
國
境
、
蟹
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

還
國
，
凡
九
箇
月
、
前
此
通
信
便
之
行
、
未
有
者
此
之
完

調
速
者
．
其
闇
侯
察
盛
物
、
占
度
風
選
．
雄
筆
於
海
路
者

．
莫
上
灘
也
．
こ
い
ひ
て
往
復
に
凡
そ
九
箇
月
を
要
せ
し
こ

ざ
を
い
へ
る
は
事
實
な
り
。
世
宗
實
録
廿
六
年
（
我
文
安

元
年
）
閾
七
月
破
鐘
灘
曹
の
貞
盗
に
戯
れ
る
書
中
、
歳
癸

亥
春
、
約
以
五
十
櫨
又
爲
定
顧
こ
い
へ
る
に
趨
れ
ば
、
其
締

結
は
廿
五
年
の
春
こ
せ
ざ
る
べ
か
ら
す
。
（
宗
氏
世
系
私
記



の
四
月
は
日
本
麺
信
使
の
封
馬
に
懸
り
し
時
に
し
て
、
必

ず
し
も
條
約
締
結
の
時
こ
す
べ
か
ら
す
、
然
る
に
二
月
に

螢
せ
し
も
の
、
四
月
に
連
吟
に
上
れ
り
ご
は
警
砲
に
過
ぐ

れ
ば
、
春
こ
す
る
を
可
こ
せ
ん
）
然
れ
こ
も
文
忠
公
行
歌
に

擦
れ
ば
、
定
約
の
締
結
は
通
信
便
一
行
の
京
都
の
使
命
を

終
へ
て
黒
馬
に
回
尽
せ
し
時
に
し
て
、
九
月
．
十
月
の
際

こ
す
べ
し
。
思
ふ
に
歳
懸
船
の
制
限
は
宗
氏
に
取
り
て
可

な
り
重
大
な
る
問
題
な
り
し
ょ
り
通
信
使
は
往
路
に
封
馬

を
過
ぎ
り
し
時
、
禮
曹
の
貞
盛
に
致
せ
る
書
を
交
付
す
る

ご
共
に
、
こ
れ
を
提
出
し
て
熟
考
を
求
め
、
（
實
録
は
こ
れ

を
定
式
締
結
の
時
こ
せ
り
）
蹄
還
の
日
こ
れ
が
確
答
を
約

し
て
前
進
せ
る
も
の
な
ら
ん
か
、
然
る
に
六
刀
に
至
り
て
、

樹
馬
、
牟
岐
の
島
民
が
明
を
侵
せ
る
曇
る
さ
、
濟
州
官
船

に
逗
う
て
嚢
掠
を
行
へ
る
事
件
突
貫
せ
り
。
李
藝
が
こ
れ

に
製
し
て
宗
氏
の
詰
問
、
人
民
の
刷
還
を
得
べ
き
使
命
を

帯
び
て
王
京
を
僻
せ
し
は
七
月
致
し
て
、
認
り
て
慶
術
滋

第
ご
巻
　
　
研
●
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
毯
」

善
山
下
…
に
至
り
し
は
十
一
月
な
b
Q
難
事
件
は
摂
氏
の
朝

鮮
に
狂
し
て
悪
謝
に
堪
へ
ざ
り
し
ご
こ
う
な
れ
ば
、
賊
ぜ

捕
へ
て
李
藝
に
引
渡
し
、
叉
家
臣
に
命
じ
て
護
途
せ
し
む

る
等
、
一
意
謝
意
を
表
す
る
の
外
な
か
り
し
な
り
。
通
信
・

使
一
行
の
早
馬
に
齢
着
せ
し
は
李
藝
の
宗
民
交
渉
の
爲
め

滞
在
中
な
る
を
思
へ
ば
。
貞
盛
が
自
家
の
利
害
を
顧
慮
し

て
尚
ほ
躊
躇
し
つ
＼
あ
り
し
條
約
の
締
結
に
つ
い
て
は
申

叔
舟
の
外
，
樹
馬
廻
上
る
李
藝
の
居
中
斡
旋
せ
し
こ
ご
も

有
勝
の
事
な
り
。
況
ん
や
単
層
州
事
件
り
実
機
會
に
利
用

す
べ
き
も
の
あ
り
し
に
別
て
を
や
Q
余
輩
は
條
約
の
當
面

の
締
結
者
は
†
孝
文
な
り
ご
信
ず
る
ご
同
時
に
、
李
藝
を

も
無
闘
係
者
な
り
ご
は
考
へ
す
、
端
宗
實
録
三
年
（
我
康
正

元
年
）
四
月
封
馬
島
敬
差
官
倉
知
中
櫃
院
緊
緊
孝
然
の
復

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
ヨ
　
コ
　
　
ヘ
ノ
　
　
　
　
ド
　
つ
　
つ
　
ラ
　
　
つ
　
む

命
に
、
宗
盛
直
の
言
こ
し
て
、
在
前
議
知
事
街
上
將
タ
仁

む
　
ラ
　
つ
　
づ
　
つ
　
つ
　
さ
　
つ
　
ラ
　
　

甫
往
來
時
、
難
約
定
五
十
隻
、
凡
使
邊
船
無
間
数
之
内
外
、

無
腰
接
待
、
自
家
素
謡
（
世
宗
二
十
七
年
二
月
死
す
）
笹
分

第
三
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第
二
巻
　
　
研
。
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
窟
」

数
内
外
云
々
ご
あ
る
は
強
ち
に
李
藝
を
以
て
孝
文
の
誤
こ

す
べ
か
ら
す
⊃
而
し
て
余
輩
は
蒔
直
重
三
事
件
が
宗
氏
の

．
譲
歩
に
謝
し
て
閥
接
の
影
響
を
與
へ
し
も
の
な
る
を
認
め

ん
こ
す
。

　
或
は
宗
政
が
翌
年
早
く
も
数
外
舳
を
遣
し
＼
こ
ご
あ
り

こ
て
、
定
約
の
奇
行
を
疑
ひ
、
其
効
果
を
弊
略
せ
ん
こ
す

る
も
の
あ
り
。
（
正
統
尊
志
上
総
に
就
て
）
さ
れ
ご
こ
は
朝

、
鮮
に
於
て
も
弓
馬
の
飢
饒
の
駕
め
臨
む
和
得
す
ご
認
め
て

許
腐
せ
ら
れ
し
も
の
に
て
、
こ
れ
ご
同
時
に
朝
鮮
は
自
後

、
一
に
定
約
の
如
く
し
、
加
漏
す
る
な
か
ら
ん
こ
ご
を
貞
盛

に
告
げ
た
り
O
而
し
て
二
十
七
年
（
我
文
安
二
年
）
五
月
，

瀬
野
が
使
を
遣
し
て
半
数
を
二
十
隻
に
増
さ
ん
こ
飢
こ
を
求

め
し
も
，
朝
鮮
は
こ
れ
を
拒
絶
せ
し
が
，
當
時
宜
曹
の
世

心
の
旨
を
承
け
て
貞
盛
に
薫
り
し
書
に
は
次
の
文
あ
り
、

　
　
斯
論
船
数
序
言
酌
量
永
遠
支
待
之
宜
、
一
歳
整
数
已

　
　
　
　
　
　
　
　
ご
　
む
　
　
　
　
　
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
定
五
十
、
足
下
亦
依
此
数
行
之
有
年
．
況
足
下
先
父
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歳
肥
船
不
過
一
二
、
所
乗
者
止
五
六
人
、
曾
定
離
数

　
　
巳
多
、
不
宜
競
買
、

こ
れ
宗
氏
の
定
約
履
行
の
事
實
を
語
る
も
の
な
り
。
宗
氏

が
端
宗
の
時
、
朝
鮮
ご
三
著
圖
書
特
途
人
ご
朝
鮮
の
護
軍

職
を
受
け
し
も
の
こ
の
五
十
隻
の
数
内
π
る
ご
数
外
に
る

ご
を
繕
事
せ
る
は
縁
定
約
に
忠
良
な
り
し
を
讃
す
。
余
輩

は
＝
一
の
事
實
を
楯
こ
し
て
定
盤
の
意
義
を
浸
却
ぜ
ん
ご

す
る
も
の
に
覚
す
る
能
は
す
。

　
而
か
も
朝
鮮
は
此
定
約
に
止
め
す
し
て
、
自
後
更
に
こ

れ
を
改
訂
し
、
宗
氏
の
利
盆
を
削
減
す
る
に
力
め
π
り
∪

定
約
締
結
の
翌
年
（
二
十
六
年
）
閏
七
月
沿
道
の
疲
弊
を
口

實
こ
し
て
、
五
十
隻
の
中
三
十
隻
は
京
師
に
到
り
館
干
せ

し
む
る
も
．
霜
除
の
二
十
隻
は
上
京
せ
す
し
て
、
三
浦
に

留
り
互
市
せ
し
め
、
乗
船
の
町
着
を
給
す
べ
き
も
の
も
、

支
待
の
織
ぎ
難
き
を
唱
へ
て
定
員
よ
b
五
人
を
減
ぜ
ん
こ

し
，
從
來
定
数
な
か
り
し
留
浦
人
の
給
料
及
び
過
海
糎
を



も
限
定
せ
ん
こ
せ
る
を
始
め
、
　
（
少
く
こ
も
定
員
の
改
正

は
行
は
れ
ざ
り
し
が
如
し
）
二
十
七
年
六
月
に
は
幕
府
及

び
大
内
筆
使
邊
船
以
外
の
我
商
船
の
定
員
（
口
説
の
支
給

を
受
く
べ
き
資
格
あ
る
も
の
）
の
定
数
な
か
り
し
を
宗
氏

の
例
に
准
じ
て
大
船
四
十
人
↓
中
船
三
十
人
、
小
船
二
十

人
こ
な
し
、
世
紺
の
元
年
（
我
康
正
元
年
）
に
は
我
九
州
に

於
け
る
大
小
名
等
の
宗
氏
の
交
引
を
持
し
て
朝
鮮
に
往
來

す
る
も
の
一
年
に
多
き
は
十
除
回
に
及
ぶ
も
の
あ
り
て
、

騨
路
傍
愉
し
直
待
も
縫
ぎ
難
げ
れ
ば
ゼ
て
、
各
庭
の
使
船

に
言
容
を
給
す
る
こ
ご
一
年
…
両
度
を
過
ぐ
る
こ
ご
な
か

ら
し
め
、
同
八
年
に
は
三
浦
の
居
留
民
の
大
傘
を
本
國
に

刷
号
せ
し
め
ん
・
こ
せ
し
二
言
種
の
新
欄
は
世
を
逐
う
て
盆

多
く
、
　
一
々
枚
纂
に
邊
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
　
　
　
　
八

　
朝
鮮
が
此
く
の
如
く
制
限
的
方
針
に
傾
き
し
は
一
は
其

麗
論
せ
ざ
る
が
「
温
く
、
財
落
蓋
目
の
如
く
豊
か
な
ら
す
、

第
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
霧
ご

且
つ
人
民
の
凋
弊
を
來
た
せ
る
に
も
依
り
し
な
ら
ん
が
、

一
は
其
軍
備
の
充
實
に
依
る
こ
ご
多
し
ご
謂
は
ざ
る
べ
か

ら
す
。
開
港
地
π
る
三
浦
り
附
近
は
特
に
其
警
戒
を
嚴
に

し
．
地
方
官
に
は
武
人
を
採
用
せ
り
。
即
ち
其
附
近
一
帯

邑
城
あ
り
、
縣
城
あ
り
、
土
豪
あ
6
、
、
銀
あ
り
、
水
師
螢

あ
・
り
、
海
上
に
は
常
に
単
離
を
浮
べ
て
防
戊
を
さ
く
解
…

る
こ
ご
な
く
、
其
兵
船
に
は
追
試
離
の
三
字
を
刻
し
、
（

後
邦
人
に
趨
り
て
別
快
船
ご
改
む
）
屡
々
兵
を
練
り
て
威

武
を
示
し
π
り
○
當
時
彼
等
の
射
を
習
は
す
に
草
を
束
ね

て
倭
像
こ
な
し
．
賞
を
懸
け
て
こ
れ
を
射
せ
し
む
る
の
方

法
を
取
り
し
に
、
其
像
偶
鋼
馬
に
漂
湿
し
て
宗
茂
直
の
抗

議
を
受
け
し
も
笑
止
な
り
。
さ
れ
ば
開
港
地
は
さ
な
が
ら

、
軍
隊
の
包
園
中
に
あ
り
し
・
こ
謂
ふ
べ
し
Q
斯
く
て
初
め
は

我
撒
心
を
結
ぶ
に
汲
々
た
り
し
も
の
も
倭
冠
の
侵
害
漸
く

其
跡
を
潜
め
て
よ
り
邦
人
の
輿
み
し
易
き
を
畳
ね
、
從
來

殆
ご
無
制
限
に
訳
者
せ
る
許
多
の
特
典
を
逐
次
號
難
し
て
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策
二
巻
　
　
研
　
究
　
　
朝
鮮
の
「
倭
憲
」

塞
ろ
其
出
で
去
る
に
任
せ
ん
こ
す
Q
庚
午
の
憂
は
玉
野
多

年
の
抑
々
に
封
ず
る
邦
人
不
彫
の
曝
独
な
り
。
而
か
も
こ

れ
宗
氏
を
騙
っ
て
層
一
己
窮
地
に
箔
ら
し
む
る
も
の
た
り

し
は
壬
申
定
量
が
癸
亥
の
そ
れ
よ
り
も
宗
氏
に
溢
し
て
更

に
制
限
的
な
b
し
こ
ご
こ
れ
を
讃
す
O

　
要
す
る
に
朝
鮮
の
所
謂
湯
壷
の
東
征
は
其
敗
績
に
露
し

把
り
ご
は
錐
こ
も
，
こ
れ
を
機
こ
し
て
朝
鮮
は
高
麗
以
來

の
專
守
防
禦
の
禦
冠
の
効
薄
き
を
悟
り
て
、
進
ん
で
攻
撃

的
防
　
禦
を
執
る
に
決
∵
し
に
り
。
弓
田
時
朝
鮮
は
新
…
に
山
口
園
麗
に

代
っ
て
、
何
程
か
愚
蒙
的
元
氣
の
濃
れ
る
も
の
あ
り
し
か

ば
、
海
に
陸
に
有
効
な
る
覧
事
的
施
設
を
完
成
し
て
、
略

遺
品
を
屏
息
せ
し
め
π
り
O
此
心
力
を
基
礎
こ
せ
る
積
極

的
外
交
の
品
々
こ
し
て
奏
効
せ
る
は
決
し
て
偶
然
に
あ
ら

す
。
倭
竃
の
關
鍵
を
握
れ
る
宗
氏
も
大
内
氏
の
塵
界
を
蒙

り
て
、
國
勢
日
に
蜷
り
、
朝
鮮
の
好
意
を
失
ふ
の
自
家
り

死
活
問
題
淀
る
を
最
も
深
刻
に
自
要
し
て
著
し
く
柔
順
ご

第
三
號

四
四
（
四
一
五
）

な
り
、
共
天
然
の
形
勝
を
利
用
し
て
我
海
賊
を
抑
制
し
、

朝
鮮
の
邊
境
を
侵
す
こ
ご
な
か
ら
し
め
騰
り
。
而
か
も
朝

鮮
が
古
し
て
、
緩
撫
こ
い
ひ
、
懐
子
こ
い
ふ
も
、
決
し
て

普
誕
の
懐
柔
の
意
味
に
あ
ら
す
し
て
宗
氏
の
弱
毒
に
乗
せ

る
消
極
的
制
限
的
懐
柔
な
り
。
斯
く
て
朝
鮮
の
攻
撃
的
防

禦
ご
制
限
的
懐
．
集
ご
宗
氏
の
朝
鮮
に
於
け
る
倭
冠
の
抑
制

ご
は
こ
、
に
倭
冠
獄
退
の
事
實
を
生
む
に
至
れ
る
な
り
Q

　
或
は
朝
鮮
に
於
け
る
倭
冠
の
勢
力
が
こ
れ
よ
り
去
っ
て

朋
の
邊
境
に
向
へ
り
こ
の
孤
帆
な
き
に
あ
ら
す
Q
然
り
ご

難
ざ
も
富
時
の
倭
竃
が
宇
商
牢
賊
π
り
し
は
前
に
浮
べ
仁

り
。
朝
鮮
に
於
て
商
塗
り
し
も
，
朋
に
於
い
て
干
た
り
し

も
、
必
ず
し
も
皆
別
人
こ
な
す
べ
か
ら
す
。
唯
明
り
北
部

を
侵
す
も
の
は
封
書
方
面
よ
り
し
、
南
部
を
侵
す
も
の
は

五
島
方
面
よ
り
し
，
生
霊
、
封
馬
島
民
の
侵
入
お
の
つ
か

ら
北
部
地
方
に
繁
く
し
て
、
南
部
地
方
に
薄
か
り
し
の
み
。

朝
鮮
を
侵
す
を
禁
せ
し
宗
氏
も
島
民
の
明
を
攻
む
る
は
必

O



す
し
も
饗
め
す
。
朝
鮮
に
濾
し
て
す
ら
殆
ん
ご
公
然
の
秘

密
π
り
き
。
只
朝
鮮
は
日
本
ご
私
交
を
通
じ
つ
＼
あ
る
こ

ご
の
宗
圭
國
π
る
助
に
知
ら
れ
若
く
は
倭
冠
討
伐
の
命
下

る
に
至
ら
ん
こ
ご
を
恐
れ
て
一
々
は
其
惰
報
を
上
つ
ら
ざ

り
し
な
b
。
而
か
も
世
宗
の
元
年
倭
返
の
遼
東
を
侵
し
て

望
海
塙
に
敗
績
し
て
よ
り
、
其
遼
東
を
窺
は
ざ
る
こ
ご
二

十
年
に
及
べ
り
こ
い
へ
ば
少
く
こ
も
此
期
聞
邦
人
は
寧
ろ

多
く
使
入
、
興
利
人
こ
し
て
朝
鮮
に
赴
け
る
な
ら
ん
。
縦

ひ
其
後
に
於
て
浅
瀬
民
の
胸
を
侵
せ
る
こ
ご
あ
る
を
見
る

も
、
果
し
て
先
き
に
朝
鮮
を
侵
し
、
も
の
こ
同
　
人
な
り

や
否
や
、
將
だ
三
人
こ
し
で
、
興
利
人
こ
し
て
朝
鮮
に
赴

き
つ
＼
あ
り
し
も
の
こ
別
人
な
り
や
否
や
を
も
確
め
す
し

て
、
唾
、
氷
樂
鍬
前
に
於
け
る
明
鮮
倭
冠
の
鋼
照
に
止
め
、

往
日
画
一
一
門
に
億
凶
λ
せ
し
も
の
が
・
去
っ
て
．
剛
卿
に
向
へ
り
ご
臨
剛

す
る
は
皐
計
な
り
。
況
ん
や
其
原
因
を
以
て
軍
に
朝
鮮
水

軍
の
功
に
蹄
す
る
に
覧
て
を
や
。
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事
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茂
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坂
下
事
攣
の
起
因
は
由
來
詳
か
な
ら
す
、
既
刊
の
譲
書

　
全
く
之
を
説
く
も
の
な
か
り
し
が
、
近
時
毛
利
公
爵
家
の

　
依
囑
に
よ
り
て
末
松
チ
爵
の
編
纂
せ
る
防
長
阿
天
刑
徳
川

　
侯
爵
家
の
編
纂
せ
る
水
戸
藩
史
料
が
前
後
世
に
出
つ
る
に

　
及
び
、
丙
辰
九
盟
約
の
顛
末
々
載
せ
、
は
じ
め
て
長
州
・

・
水
戸
爾
藩
士
の
計
喪
に
墓
ぐ
事
を
爾
明
し
た
り
。
締
れ
ご
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